
和
二
十
鬼
嘩
七
月
十
琉
臼
印
刷
　
（
秘
月
一
鶴
護
字

第三十七巻　　第三珊
　　　　第四百二十五號

　　昭和二十九年七月二十日即行

丁
丁
の
荘
子
解
縄
（
完
）
：
：
・
：
：
　
　
：
：
：
輌
　
永
　
光
　
司

融
と
し
て
「
無
」
「
無
事
漏
「
無
名
」
に
つ
い
て

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
根
小
査
灘
験
・

辻
村
公

史
葬
礁
窺

京都大癩文學郡内
　京都哲學會



京
都
哲
學
母
親
約

一
、
志
小
窟
昌
は
疲
革
駈
に
お
け
る
哲
聯
哩
の
瓢
凹
班
坦
と
ρ
、
の
勲
u
及
ψ
駕
麟
る

こ
と
を
“
的
と
す
る

一
、
右
の
“
的
の
た
め
に
次
の
窺
雛
漏
埠
茅
∬
う

8
侮
月
　
隅
観
究
會
を
開
く

覚
知
年
公
閉
講
演
曽
を
開
く

濁
　
織
月
一
隅
「
誓
學
蕎
究
し
を
炎
行
ず
る

一
、
小
掛
脅
隔
の
攻
∵
…
祭
か
慌
逐
儲
鳴
あ
メ
る
た
め
に
添
台
級
薪
午
・
ケ
旧
φ
駕
お
く
、

委
員
は
京
都
火
學
哲
墨
科
敷
官
及
び
委
員
宛
に
お
い
て
推
薦

し
た
潜
に
委
囑
す
る

一
、
本
脅
酎
は
へ
贋
昌
ハ
碗
肌
鱒
晒
と
し
、
會
員
に
は
賄
貧
路
顎
の
鋼
咽
限
を
仙
砥
け

な
い
、
錐
丁
韓
朕
・
M
隅
挫
骨
砧
搬
・
蕪
ハ
他
の
畷
凹
鵜
レ
は
剛
凹
鮒
似
の
名
を
以
て
入

賭
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
命
」
費
と
し
て
印
八
四
〇
圓
、
久
は
牟
年
四
二
〇
圓

を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
曾
誌
の
翫
布
を
受
け
、
介
目
穂
に
撒
告
す
る
諸
種
の

行
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
禽
は
事
務
班
を
京
瓢
大
墨
丈
學
郡
内
に
お
く

…
、
本
禽
層
規
約
の
改
説
川
憾
更
は
委
儲
只
禽
の
決
畝
繭
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
員
　
有
賀
鐡
太
郎

武高曇ミ1渥み懇匡臼」ニジト孝ぎ

内田原　澤井野　　　　　　　　島SH
　　　並
等三太　　　　俊二照

無三　農「～9K夫　良B’f駐ジミ：勉’仁二

田
中
美
知
太
郎

三三松野西長

泣　　　　　尾田谷尾　　村

義叉啓直
筆11

勉ぞ系聾夫シ表至入

矢
田
部
蓮
郎



然
し
郭
象
が
無
心
者
と
し
て
把
握
す
る
そ
の
究
寛
的
人
間
一
聖
入
i
の
自
然
存
在
性
を
節
し
い
主
騰
的
實
践
に
置
き
か
へ
る
時
、
我
汝
は

そ
こ
に
唐
末
五
代
宋
の
シ
ナ
灘
が
必
死
に
追
求
し
た
あ
の
究
寛
的
入
閤
一
解
撃
壌
一
の
姿
を
そ
の
ま
ま
見
出
す
慕
が
属
來
る
の
で
は
な
か

ら
う
か
。
「
日
日
是
妊
日
」
と
い
ひ
、
「
不
三
島
惑
」
と
い
ひ
、
「
即
副
帥
佛
」
と
い
ふ
そ
の
究
寛
者
の
境
地
は
、
そ
の
ま
ま
郭
象
に
お
け

る
究
寛
者
i
無
心
者
一
の
境
地
で
も
あ
っ
た
。
郭
象
は
そ
れ
を
た
だ
自
然
と
し
て
捉
へ
て
る
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
自
然
」
が
人

聞
の
高
く
嚴
し
い
圭
膿
性
に
お
い
て
煙
毒
さ
れ
る
斜
め
に
は
彼
以
後
数
百
年
の
シ
ナ
思
想
皮
が
必
要
で
あ
っ
た
。
地
象
の
思
想
は
こ
の
黙

に
お
い
て
も
ま
拒
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
思
想
史
的
意
義
を
捲
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

　
註
（
1
）
　
こ
の
鮎
に
就
い
て
は
拙
稿
「
偲
肇
と
老
莚
思
想
i
郭
募
と
俗
雌
一
」
（
京
大
人
滋
強
學
研
究
所
編
「
蜷
論
の
研
究
」
所
思
）
の
論
瀬
野
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
五
三
・
四
・
二
〇
稿
1
五
隅
．
三
・
五
敢
稿
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
大
阪
府
立
北
野
高
等
學
絞
敏
隷
）

前號鼠次

宵両

ｳ
、
大
き
さ
、
深
さ
の
論
湘
埋
：
：
：
　
植
田
　
噸
瀞
舶
嫉

デ
カ
ル
ト
の
霞
【
由
論
（
発
）
：
：
：
：
：
瀧
…
浦

郭
偽
か
の
蕪
ツ
ず
蝦
愚
隷
∵
・
：
：
：
：
：
：
：
　
…
醐
・
氷

　
一
三
と
し
て
「
無
鴇
無
意
」
「
無
名
」
に
つ
い
て
一

光
司

177

郭
憩
剛
の
二
二
」
解
瓢
騨
（
ぬ
兀
）

五
三



命距三i

漏二
口

一
、
本
篇
は
魯
員
組
織
と
し
舎
員
に
は
賛
格
の
舗
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
労
は
京
漏
市
左
京
覆
田
中
西
浦
町
弘
文

堂
内
山
田
鰍
鯉
凝
口
臓
争
脅
昌
係
山
毎
削
に
加
説
庸
馬
の
・
曾
国
脇
似
　
（
加
叩
八
四
〇
隔
凶
叉
は

牟
年
四
二
〇
圏
ハ
）
を
お
…
獅
込
下
さ
い

「
振
獅
口
崖
吉
小
都
一
占
几
五
弄
烹
ハ
番
　
｛飛

s
折
U
學
介
U
」

一
、
禽
費
切
れ
の
場
合
は
番
封
に
「
繭
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
帆
ち
に
山
脚
込
下
さ
い
、
一
年
分
（
久
は
牛
年
分
）

脅
費
‘
は
原
虫
と
し
て
本
雛
十
二
舞
（
久
は
六
冊
）
の
塗
附
決

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
倉
嚢
の
襲
更
興
他
の
察
構
に
よ
る

過
不
兄
は
　
年
（
又
は
牟
疏
，
）
毎
に
賄
算
し
ま
す

一
、
禽
u
員
の
巴
町
居
入
沢
酬
蛮
u
難
（
編
…
集
事
務
以
外
の
一
姻
〃
）
の
露
Ψ
款
鰯

は
弘
丈
党
内
山
県
梛
哲
　
學
倉
一
係
へ
獅
　
い
遡
知
下
さ
い

洲
、
本
誌
の
編
集
に
驕
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雌
誌
等
は
本

愈
回
宛
に
お
逡
り
下
さ
い

京

京京都
都都
大了is　；哲

雄導

引京，鰍
　　湘5一一
雄匹
都吉
　　余内照　量』匡

昭
和
鵬
十
九
年
七
邦
や
蹴
日
印
刷

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
日
螢
行

　
　
　
　
編
集
人

饗
行
人

印
刷
人

印
禰
所

焚
行
所

右
株
式

會
轍

京
　
都

　
京
都
大

代
　
毅
　
者

三
　
　
村

八
　
坂
　
淺 學哲

學皐

部

内上

京伊籏八三
1藤1坂村

申　溺・淺

票久1太
町　　醤
　
Of｛iミゑ郎勉

弘
文
堂
印
欄
二

道
郷
均
田
申
爾
浦
購
四
〇

　
f
～
♂
一
奪
一

　
　
　
註
丈
規
定

一
、
會
員
以
外
の
懸
三
者
の
御
註
女
及
び
疲
告
に
關
す
る
件
は

「
弘
方
ハ
堂
」
へ
御
由
丁
込
下
さ
い

一
、
本
靴
融
の
御
蝋
融
ガ
ハ
は
す
べ
て
代
八
蹴
郵
燈
W
此
ハ
（
一
部
、
完
掴
臥
七

十
聞
・
郵
税
八
圓
）
前
金
に
て
お
途
り
下
さ
い

一
、
特
に
講
求
書
及
び
領
牧
書
蝶
を
要
す
る
場
合
は
郵
小
努
八
畷

　
を
お
塗
り
下
さ
い

蛍雪
鋪交
　
駿

罠堂
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（
擁
月
一
厨
灘
　
　
行
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